
 

 

  

風の子便り 
KAZENOKO DAYORI 滋賀大学教育学部附属幼稚園 

 満開の桜を見上げながら笑顔で新学期スタート。 

入園・進級を満開の桜が迎えてくれるのは 7 年ぶり

だったそうです。たからの森では木の枝先や幹から

新緑が芽吹き、自然がもつたくましさや、はつらつ

とした生命力を感じさせてくれます。 

 いつの間にかタンポポが咲き、蝶が飛びまわって

います。子供たちも解き放たれたかのように園庭を

駆け回っています。そんなエネルギーをちょっぴり

分けてもらって、子供たちとの毎日を楽しんでいる

この頃です。今年度もよろしくお願いします。 

“いま”を生きる“×これから”を生きぬく力を育む 

子供たちとの園環境とくらし 

 本園は市内で最大級の園庭を有し、たからの

森をはじめ、四季を感じることができる豊かな

自然にあふれています。さまざまな野菜の栽培

や収穫の喜びを味わえる菜園、多くの命に出会

えるビオトープなど子供たちの感性や創造性を

豊かに育む環境づくりも進めてきました。 

 今ある環境を十分に生かしながら、子供たち

と共にさらに魅力的な園庭環境や遊びを構想し、

からだを使い・あたまを使い・人と関わりながら

育ちあえる、幼児にふさわしい暮らしづくりを

進めていきたいと考えています。 

（令和６年度の幼稚園研究テーマの柱としています） 

 

 子供も大人も「楽しい！うれしい！」が最大

のモチベーション。子供、大人、教職員が共に

主体となって、明日も行きたい楽しい幼稚園を

つくっていきましょう！ 

大縄跳び ブームつづく 

 昨年度から続く大縄跳びのブームは現在も 

続いています。３周目くらいでしょうか。 

１，新しい遊びに目ざとく、すぐにやり始める 

２，遊んでいる友達に関心をもち仲間入りする 

３，少し様子を見て遅ればせながらしてみたい 

 遊びへの参加の仕方は多様です。そのことも

受け入れ、どの子もが楽しさを感じてくれると

嬉しいなと思いながらのロングランです。 

順番を待つための椅子を用意したり、先頭に

目印のコーンを置いたり、友達に刺激を受けて

トライしたり、進級した喜びから「勢い」で 

やってみたり。どの子もが自分なりのタイミング

で新たな世界をのぞいているのだと感じます。 

 

一人一人を大切にする。一人一人が大切にされる。 

高い人権意識を基盤にして、多様性を生かし

共生を支える園やクラスの風土が醸成されます。 

大切にしていきたいことの一つです。 

若葉揺れるたからのもり、気持ちよい木陰でひとやすみ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   風の子便りへのコメント、いつもありがとうございます。励みにしています。「あいさつ」ってもともとは「心をひらく」という意味合いの 

   仏教の教えだったそうです。あいさつは「くせ」みたいなもので言い続ければ身につくと思っています。「ありがとう」が好きです。 

   みなさん、好きな言葉や大切にしている言葉ありますか？  

    保護者からは「ありがとう」が絶賛 1 位ですね。並んで「だいすき」そして＋ギューッとハグ。完璧です。 

   社会人のわが娘に聞くと１番は「食べ放題」２番は「半額セール」らしい。まじかよ・・・ 

   いえいえ、あいさつはしっかりと大きな声でできる子です。 コミュニケーションの際に相手が意図を判断する要素は 

   ことば・・・７％ 声・話し方・・・３８％ 態度・しぐさ・・・５５％らしいです。 

～副園長のおしゃべり～ 

 ずっと前から国語や言葉による教育に関心をもっているワタシ。絵本の読み方を研究したり、言葉の教養

を高めようと考えながら子供たちと接したり、努力している、風の子便りもまぁまぁがんばっているワタシ。 

先日読んだ記事にはこう書いてあった。あいさつは「あ＝明るく愛をこめて」「い＝いつでも」「さ＝先に」

「つ＝続けてプラスα」だそうだ。「プラスα」は、「おはようございます。いいお天気ですね」ナルホド。 

『子育ては「言葉」の教育から 幼児教育で忘れてはならない 39 章』 (PHP 文庫)外山滋比古先生の著書には  

大切なお子さんの、最初のことばの先生はお母さん、あなたです。人間は言葉で考えます。どんな子に

育つかは、ことばの教育で決まるのです。とある。「お母さん」と書かれているところは少々気になるが、

あいさつもきっとそうなのだろうと思って「とびきりの笑顔で」毎朝あいさつをしているつもりである。 

年少児園庭の砂場で遊ぶ子供たちと先生。

一人一人が安心して過ごして、好きな場所や

遊びを見つけてほしいなと願っています。 

ビオトープにアメンボがいるとの情報を聞きつけ

参集する年長児。メダカを泳がせようかと思っ

ていたけれど、今は時ではないようだ・・・。 

新しいスコップを手に黙々と穴を掘る年中児。

進級したからこそのステイタス！「めっちゃ掘れ

る！」「軽々掘れる！」新品はすごいらしい。 

避難訓練を終えて消防車の見学。消防士さ

んの話にも興味津々の様子。大きくなったら、

カッコいい消防士さんにと思った子もいるはず。 

園庭のジャングラミングで登ったりすべったり。 

年少児用にサイズが小さくて、はしごのピッチも

狭くなっています。存分に体を使って遊んでね。 

虫捕り網を振りかざし、モンシロチョウを追いか

ける年長児。「捕まえた！」網の上から網、網 

また網…。「よし、みんなで捕まえた！」・・・？ 

季節のアルバム 

 


